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主査および副査により論文の内容を確認するとともに、平成 19 年 2 月 8 日に、 50 分の口頭発表
および 30 分の質疑応答による博士論文本審査会を実施した。
その結果、本論文では、情報技術を活用した効果的な授業の設計、実施を目的とし、以下に示
す事項が確認された。
1)教師と生徒との対話よる形成的な評価に基づく即時的な授業計画の修正と、授業計画と実施
結果の比較に基づく授業評価を実施する、既存授業設計手法を拡張した新しい教授設計プロ
セスモデ、/レであるダブルループ教授設計プロセスモデ、ルを提案し、これを実授業に適用し、
その有効性を確認している。
2) ネットワーク上で共有される各種マルチメディア教材データを活用し、対面授業および遠隔
授業において本論文で提案するダブルループ教授設計プロセスモデ、ルに基づ、く対話的な授業
を可能とし、またその実施内容を構造化されたデータ形式による記録が可能な教授システム
IMPRESSION を設計、実施し、対面授業、および遠隔授業の双方における実証実験を通じ
てその有効性を確認している。
3) 提案モデ、ルに基づく授業評価、およびこれによる次回授業計画の改善のために、授業中の形
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跡的評価に基づく授業計画の修正を「追力日」、「移動」、「削除」、「繰り返し」の 4 種類に分類
し、授業計画と実施結果との差異検出手法を明らかにするとともに、実施された授業の全体
像と検出された差異の提示による授業ふり返り手法を提案し、実授業による有効性を確認し
ている。
4) 提案モデ、ルの詳細な有効性確認のためには、対象とする授業の種別、特徴を明確にし、提案
モデルとの関係を明らかにする必要があると考えられるとともに、実授業への適応には、授
業計画の記述方式を明らかにし、システムへの授業計画の登録や授業評価支援機能の研究、
ユーザインタフェースの利便性向上等、更なる研究開発が必要と考えられる。
以上の結果は、本論文が提案する対話的な教授活動に着目した教授設計プロセスモデルに基づ
く授業設計・実施・評価手法の新規性、有用性を示すものであり、今後の情報化社会における新
しい教育手法を提言するものと判断できるとともに、本論文により明らかになった課題から、本
研究の今後の発展が期待され、また、具体的なシステムを設計、実装し、これによる実証実験に
より評価を実施している点は、その信頼性を示すものであり、大いに評価できるといえる。よっ
て、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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